
平成24年10月23日
平成２４年度関東東海北陸農業試験研究推進会議
関東東海・水田作畑作部会　事務連絡
部会長：中央農業総合研究センター　生産体系研究領域長　渡邊好昭 

副部会長：作物研究所　　　　　　　　稲研究領域長　　　　根本　博
標記の推進会議は、別途公文でお知らせしておりますが、下記のように「推進すべき技術的課題」の検討と「研究成果の相互の紹介」を中心に実施する事としました。さらに、翌11月21日には、作業技術部会と合同で「農業生産におけるＩＴ利用技術の現状と展開方向」のテーマで研究会を開催します。つきましては、関係者のご出席と資料作成をお願い申し上げます。
記
１．開催日時：平成２４年１１月２０日（火）１３：１５～１７：１５
２．開催場所：中央農業総合研究センター本館 １階 大会議室
３．議事次第
　　　挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３：１５－１３：３０
　　　検討事項
１）地域研究・普及連絡会議で取り上げられた国が推進すべき技術的課題に関する検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０－１５：１５
（１）今年度、プロジェクト化をめざして検討する課題　　１３：３０－
ａ．大豆の生産性向上
ｂ．水田輪作における地力の増強

ｃ．水田輪作における難防除雑草の制御
ｄ．直播栽培における雑草制御

ｅ．雑草イネの制御

ｆ．水稲の高温障害

ｇ．大麦の機能性
（２）昨年度検討した課題のその後の状況　　　　　　　　１４：４５－１５：１５
ａ．水稲の縞葉枯病について
ｂ．麦類の黒節病について
ｃ．麦類の縞萎縮病について
ｄ．畑作物の湿害対策技術について
ｅ．大豆の摘心技術について
ｆ．ソバの高品質化について
　　　休憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：１５－１５：３０
２）都県・独法の研究成果の相互の紹介
部会としての「イチオシ」を検討（農業新技術２０１３の推薦候補）
１５：３０－１６：３０　　
３）分野における研究情勢に関する意見交換　　　　　　　１６：３０－１７：１０
４）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７：１０－１７：１５　　　
　　情報交換会
４．資料の作成について
１）地域研究・普及連絡会議で取り上げられた国が推進すべき技術的課題［様式１］
　議事に示した７課題について検討します。課題毎に各県の現状、問題の発生している地域、技術的課題、プロジェクト化した場合の参加の可能性、連絡者（メールアドレス、電話番号）について、記載してください。農政局に提案した都県からご説明をいただき、現在、機構などで対応している研究者から研究の現状を説明して、共同研究の可能性について論議したいと考えております。
２）都県・独法の研究成果
各都県の研究成果の相互紹介を実施します。前年度（平成23年度）にまとめられた研究成果が中心になりますが、それ以前、以後の成果であっても、農業新技術２０１３として普及すべき候補成果は対象とします。
昨年度までの研究成果情報の様式を基本としますが、それ以外の様式でも結構です。A4縦置き　余白を縦横それぞれ25mm以上取ってください。
３）分野における研究情勢
　今後推進すべき研究問題　検討事項１）で検討した課題を除き、今後、生産現場で問題となりそうな事項についてご報告ください。
　特定様式無し、A4縦置き　余白を縦横それぞれ25mm以上取ってください。
　
４）部会に対する要望事項
　当部会への要望、他部会への要望がある場合に作成してください。
　特定様式無し、A4縦置き　余白を縦横それぞれ25mm以上取ってください。
資料はメール添付ファイルで、事務局宛にお送りください。

締め切りを11月13日（火）17時00分とします。
５．会議出席申し込み
出席申し込み（エクセルファイル）に記載し、メール添付ファイルで、事務局宛にお送りください。締め切りを11月2日（金）17時00分とします。
６．連絡先（部会担当）：
　　中央農業総合研究センター 生産体系研究領域　内野　彰
  　　 Tel：029-838-8426、FAX：029-838-8515、E-mail：kanto-suiden@naro.affrc.go.jp

